
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クマタカの保全措置】 

令和 3 年 12 月より、CCD カメラの録画データを約 10 日毎に回収し、クマタカ繁殖状況のモニタリ

ングを実施。その結果、令和 4 年 4 月 5 日に抱卵開始を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年3月16日(木) 

クマタカの環境保全措置を実施し、巣立ちを確認 

【概要説明】 
足羽川ダム建設事業の実施区域では、環境省のレッドリストで絶滅危惧種（カテゴリーEN： 絶滅危惧Ⅰ

B 類）に指定されているクマタカが生息しており、クマタカの繁殖を阻害しないように環境保全措置を実施

しながら工事を進めている。 

令和 4 年は、工事箇所の近距離（巣から約２５０ｍ）でクマタカの繁殖活動が確認されたため、モニタリン

グ委員の助言をえながら、クマタカの雛の状態に応じて大きな音が出る地山岩掘削（大型ブレーカーの作

業）を 9 日間（R4.5.31～R4.6.8）、一時見合わせた。 

また、巣から約８m 離れた樹上に設置した CCD カメラで巣内の様子を監視しながら大型ブレーカーの作

業を進めた。 

結果として、クマタカの雛は順調に成長し、8 月 14 日に枝移りするのが見られ、その後、巣立ちを確認す

ることができた。 

【クマタカの雛の成長記録】 

参考資料－2 

雌成鳥 

雛 6 月 1 日：雛（10 日齢） 

5 月 23 日：雛がビデオ映像で初確認される。巣上は雌成鳥。 

6 月 10 日：雛（19 日齢） 

6 月 22 日：雌成鳥と雛 

（31 日齢） 

6 月 16 日：雄（左） 

雛（中)（25 日齢）雌（右） 

6 月 13 日：雛（22 日齢） 

7 月 1 日：羽ばたき練習する雛（40 日齢） 

約 100cm(巣：長径) 

8 月 14 日：幼鳥の枝移りを確認（84 日齢） 


